講義２「日本語モノリンガル話者中心の社会における言語障害学の観点から」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飯高京子（上智大学言語障害研究センター）

1. はじめに
　「言語発達遅滞」、「言語学習困難」な現象をひきおこす原因には差がある
　A)　言語をつかさどる大脳と神経器官に何らかの故障や機能の不全がある場合－言語障害
　B)　言語学習の器は正常でも、言語習得を困難にする環境におかれた場合
－ダブルリミテッド/一時的セミリンガル
2. 言語発達を支えるしくみと主なつまづき
2.1. 言語発達に必要な子ども自身の条件として
a) 元気に活動できる身体面の発達、　
・中枢神経系　―　新皮質→　経験、学習内容をまとめ、整理し、次の活動へつなぐ。
・情動の中枢　―　旧皮質、大脳辺縁系→全ての感覚情報の関所でもある。
　　　　　　　　情緒の安定が、学習の構えをととのえ、取り組む原動力となる
・感覚機能―よく見え、聞こえているか、味わい、匂い、温かさなど豊かな感受性を育てる
・そしゃく活動（6ヶ月以降）が正常→発音の基礎となる口腔器官-唇、歯、舌等の協調運動
b) 安定して人とかかわる情緒、社会性の発達、
・母子間の絶対的な信頼関係
→初期の情緒の分化は、一番密接な関係にある母親の情緒の安定が反映される。
→受け入れられ、認められてこそ、自分自身を受容できるようになる。
→母子関係が安定していないと、他者へのかかわりも不安定になる。（資料参照）
c) 言語を含む学習活動を支える認知面の発達　（参考に発達の順序を示す；個人差あり）
(1) 生理的微笑から社会的微笑反応へ




約３ヶ月　～
(2) あやされると笑い、発声する；喃語、抑揚の模倣
 約５ヶ月　～
(3) 見えなくなってもヒト（モノ）の存在することが分かる

約７ヶ月　～
永続性の概念の確立　→「イナイナイ、バア遊び」
「人見知り」→「知っているヒト」と「知らないヒト」の弁別ができ始める　　　　　　　
(4) 有意味語の出現　　一定の音声で、特定のヒト、モノを表す

約１２ヶ月　～
　　　　　　　　　　　　　　　（動作による命名（指さし）が先行する場合が多い）
(5) 象徴遊びの発達　　見たて遊び（つもり、ふり） 


約１８ヶ月　～
　　（見たこと、聞いたことを、時間にそって再現できるようになる→二語文へ）
(6) 二語文、多語文への発展（ナニガ、ドウシタ、ナニヲ、ドウスル）
約２４ヶ月　～
(7) 音の聞き分け　→　大人の発音の模倣



約２４ヶ月　～
→大人のモデル発音の弁別




約４８ヶ月　～
→自分の発音と大人のモデルとの「同じ、違う」の弁別 

約６０ヶ月　～
(8) 音韻意識の発達　（はなしことばの中の音韻的単位に気づき、識別、操作する能力）
→「ことば遊び」を始める（しりとり、削除課題、さかさことばなど）約５４ヶ月～
健常児では４歳後半　　　　　単語の語頭音を抽出　　　　
５歳後半　　　　　しりとり　　　　　　　　　　　　
６歳前半　　　　　削除 (単語内の一音を抜かしていう　クマ→マ）　
　　　　　　　　　　　　　  逆唱　（さかさに言う　クマ→マク）
　　（原 2001）　　
(9) 読み聞かせの本の中で、自分の知っている文字を見つけてよろこぶ
約５４ヶ月～　
　　　　読むふり、書くふりをして楽しむー　プレリテラシー
　　　 「あいうえお　まだ書けぬ子の絵手紙に　船より大きい　魚一匹」(NHK投稿短歌 ’06-2)

                                    （同じく5歳児たちの絵手紙－田中裕美子先生資料 2001）
　　　　→健常な日本語児は、小学1，2年生に、文字と音の対応（decoding）を習得し、文字の羅列の中から、まとまりとしての語を認知、「逐語読み」から「文章読み」へ発達
　　　　　　　　　　　　　　
2.2. 言語発達を支える子どもの環境要因として　(就学前に焦点をあてて)

a) 受容的な養育態度 (前出の通り)

b) 安定した生活リズム　(よく眠り、よく遊び、おいしく食べ、きちんと排泄する)

　 （熟睡中に脳細胞の組織化や、情緒を安定させるホルモンが準備される）
c) そしゃく機能を活発化する食事内容（かみごたえのある小魚、ちくわ、根野菜なども）
d) 発達段階に応じた適度の知的な刺激　(多すぎない、急がせない、心ゆくまで試す)

e) 適度のしつけ（ルール）と身辺自立習慣の形成を促す養育環境
・新しい試みを恐れないで取り組める。叱るより適切なやり方を示し、ほめて認める。
・自立→自律→学習場面でのセルフ・コントロール　（ただし、健常児の場合）
f) やりとり、かけひき、見定め、ゆずりあい、などを学習できる小集団への参加
　
2.3. 言語発達のつまずき
大脳や聴覚神経・発声発語器官などの正常機能が言語理解や表出活動発達の前提、言語発達を妨げるものには、以下がある：
1) 聴覚障害　　　　　－　ことばを聞く機会がない、あるいはほんの一部しか聞こえないため
　　　　　 　　　 音声言語の習得、概念形成が遅れやすく、発声の抑揚も不自然になる。
2) 口蓋裂　　　　　　－　 口蓋が形成される胎生期６週までに何らかの理由で、胎児の口蓋が形成不全になり口蓋が閉鎖されないで誕生する。唇や上あごも閉じない場合もある。その場合には母乳を飲むことや食物の摂取が困難である。発声は鼻にかかって不明瞭であり、早期手術と言語指導のフォローが必要。外見が特徴的なので、心理的影響も大きく、そのフォローも大切。
3) 音声障害　　　　　－　のどの炎症や腫瘍、まひなどのため、声がかすれたり、発声できない場合をさす。発声困難は心理的な要因によっても生じる。
4) 小児失語症　　　　－　乳幼児期に頭部外傷、脳炎、脳腫瘍、痙攣発作の後遺症などによる知的活動低下が言語習得のつまづきをもたらす。　一方、成人の失語は、言語習得後の喪失なので、症状はかなり異なる。
5) 精神発達遅滞　－ 不明の場合も多いが、胎児、乳幼児期の病気、出産時の事故　　　　　　　　　　　などにより、脳機能の一部が不全のため生じる知的発達の遅れ。受胎時に生じる染色体組み合わせの異常は、ダウン症児の出産原因。
6) 脳性まひ　　　　　－　運動機能障害を伴う複合的な発達の遅れ。言語理解や表現面の制約があり、不明瞭なまひ性発話もみられるが、知的遅れの全くない例もある。
7) 構音（発音）障害　－　発音器官のまひや不全、聴覚的フィードバック不在の場合の発音異常もあるが、原因不明のまま就学時まで発音が未習得で、指導を要する場合には、きこえとことばの教室の通級対象児となる。
8) 吃音　　　　　　　－　話しことばのリズムの障害。原因は明らかにされないものの、脳機能の一部の不全が疑われている。ことばを習得し始める３歳前後、話す意欲が高いのに表現語彙が限られている場合に生じやすい。就学までに、自然に治る場合もあるが、成人まで話し方の癖として残る例もあり、心理的なストレスを感じて社会適応に不自由を来す例もあり、心理的なストレスを感じて社会適応に不自由をきたす例もある(発話資料、大伴, ‘01)

Ｂ）聴覚や発声発語器官に異常はないが脳機能不全が疑われ、言語発達遅滞の場合：
9a) 高機能自閉症　  －　限定された内容に関しては、高い知的活動が可能（数、時間、特定の
対象物など）。こだわりが強く、場面の切り替えが困難。相手の気持ちを推測することが苦手で、結果として対人関係に問題を生じやすい。饒舌多弁で一方的に話すので、やりとりの会話が続かない例が多い。
9b) 知的遅れを　　　－　知的活動が制約されており、上記のようなこだわりが強い。無発話例もあり

伴なう自閉症　　　　大半は言語発達の遅れが大きい。
10a) 学習障害（Learning Disabilities、LDと省略）
「学習障害とは、基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する、又は推論する能力のうち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すものである。学習障害はその原因として、中枢神経に何らかの機能障害があると推定されるが、視覚障害、聴覚障害、情緒障害などの障害や、環境的な要因が直接の原因となるものではない。」(文部科学省　「学習障害およびこれに類する学習上の困難を有する児童生徒の指導法にかんする調査協力者会議」最終報告　‘99)わが国における出現頻度は、４．５％との報告　（‘02全国実態調査）
10b) 言語学習障害（Language –based Learning Disability） LLD

      　　　　　　　 言語の発達障害を根底にもつ学習障害
10c) ディスレェキシア（Developmental Dyslexia）　発達性読み書き障害
神経学的な原因による特異的な学習障害。特徴は正確・流暢に単語を認識することの困難さ、書字の稚拙さ、単語を構成する音を識別する弱さにある。二次的に、読解の問題を引きおこしたり、読みの経験が少なくなることで、語彙や予備知識の発達を阻害することが起こり得る。（国際ディスレェキシア協会の定義 ’03）
【問題提起】： 教育現場で抱える学習障害児の問題と、今回の特集「ダブルリミテッド／ミリンガル現象」には、相互に共通点と相違点がある。これらをどのように識別するかが今回の課題である。そこで問題となるのは、母語が日本語でない児童に対して、日本国内で標準化された検査は直接適用できない。では、どのようなアプローチが考えられるだろうか。　　　
3. 評価のすすめかた
本格的な検査は、訓練を受けた専門家に依頼する。しかし、外国語の適切な検査を施行できる専門家が少ない現在は、全体的な発達の中でどこに問題があるかを、教室内で観察してみよう。下記のような視点に基づき観察するのは如何だろうか。
3.1. 視覚的側面
視覚的弁別：フロスティグ視知覚発達検査（Development of Visual Perception）
①「形の恒常性」、②「空間における位置」をヒントにして、一定の記号(自分の名前、トイレ等)を日常場面で認識できるか。
② 靴箱の位置、座席、給食の配膳、文字（「い」と「こ」などの区別、冠、旁などの一部を学習後、新しい組み合わせ文字の意味を類推？）
③ トランプの「神経衰弱」ゲーム
視覚的記銘（記憶）：　K-ABC心理教育アセスメントの中より一部を参考に
①「手の動作」をヒントに　種々の手指の連続動作を再生できるか。
② 手旗信号のような一連の身体運動を再生できるか（何単位まで？）
Tokenテスト：　この検査は、文化的なバイアスがないことを条件に色と、形、大きさの組合わせによって課題を提示する。本来は、聴覚・視覚刺激を同時に提示するが、日本語理解が困難な場合には、視覚提示だけで実施することも考えられよう。(参考資料参照)

　　　　　　　（赤い大きい丸→青い小さい四角→黄色い大きい丸　などを５秒提示、それをばらばらにして、児童に再生させる課題。何単位までできるか）
視覚構成： 日本版WISC-Ｒ知能検査の「積み木模様」「組み合わせ」、新版Ｋ式発達
検査「積み木の連続提示」　K-ABC　の「模様の構成」などをヒントに：
　　　　　　  教室内では、ペグ模倣の構成、ブロックで門、階段の再生、パズル課題など。
視覚符号化：　WISC-Ｒ　「符号」を参考に　星、月、丸、四角、などに　適当な数字をつけて練習させた後、その記号の下にスペースを配置し、「用意ドン」で素早く数値を書き込ませる。符号化の速度が非常に遅いとすれば、単にバイリンガル言語だけの問題ではなさそうだと言えよう。(参考資料)

視覚的類推：　ITPA（Illinois Test of Psycholinguistic Abilities）
言語学習能力診断検査　「絵の類推」は、絵に表された概念理解をみる。
これをヒントに絵の組合わせから関係性を推測する；　
A　対　Ｂ　から　a　→　ｂ　
　　　　　　　（母親　対　赤ちゃん　の絵　から　母犬　→　子犬）
視覚を媒介とした順序理解：
WISC　「絵画配列」は出来事を時間経過にそって、絵カードを配列する。
これをヒントに、教室内で実際に経験した活動、（恐らく調理活動などは、生徒の関心が高い）をデジタルカメラで数枚撮影し、その写真を時間経過にそって　配列させ、同時に可能ならキーワードを示すと一石二鳥である。　　
3.2. 聴覚的　側面
聴覚的記銘（記憶）：種々の発達検査には「数唱」がある。一連の数字を1秒、又は0.5秒間隔で、抑揚無しに提示し、その数字を提示順序で復唱させる「順唱」、さかさまの順序で復唱させる「逆唱」がある。これらの活動は、読みのレディネスを判断する目安のひとつになり得ると報告がある（原 2001）。その生徒が慣れ親しんだ言語を用い、日本語の「数唱課題」を外国語数字に置き換え、ネーティブスピーカーに読み上げてもらって録音し、それを聞かせて何単位まで反復できるかを調べるとよい。
拍手の数あて：数唱の他、生徒に見えないように机の下で数回拍手し、拍手した数を報告させる。また、リズムにのった手拍子を、教師と同じパターンで再生できるかどうかを調べてみることもできる。　
　　無意味音節復唱課題：私たちの研究(文部科学省研究成果報告集、2003)では、無意味音節刺激を作成し、健常な年長児約100名、小学1年約60名に復唱させた。この結果を参考に、日本語が母語でない対象児にも、同じ無意味音節復唱課題を実施できるかも知れない。
3.3.　運動機能の側面：
学習障害児が診断される時期は学童期以降である。何故なら、学習上の問題が明らかになるのは、就学以降である。たとえ、彼らは聴覚、視覚、知的な制約がないという定義されていても、就学前に、言語発達遅滞を示す子どもとして病院や、クリニックへ相談に見える例は多い。彼らの幼児期の行動特徴として、「多動」である他、手先が不器用で、協調運動がぎこちない。この側面が、LDと一次的セミリンガル児との鑑別基準になりえるかも知れない。
K・ABC下位検査「手の動作」(前出)は、今回の目的にも適用できよう。いろいろな手の動作を模倣させる課題には、子ども達が影絵遊びに用いる、「きつね」「屋根」など両手をさまざまに組み合わせる課題もあろう。（参考資料）
　
日常生活の中での観察：箸の使用、鉛筆の持ち方、はさみの使用、ボタンはめ、ひも結び、ひも通し、タオル絞り、折り紙、塗り絵、切り紙、などの微細協調運動粗大運動としては、スキップ、けんけん、行進時の手足の協調運動など。
　　　　　　

4. 指導への取り組みへ

今回、このような機会を与えられ、事例報告を読ませていただき、彼らの直面する課題の深刻さに心を打たれました。これまでも、私たちのセンターに来所された日本語以外を母語とした親子が少なからずありましたが、相談に見えるということ自体、親がわが子の言語の問題に気づき、助言を求めているので、大きな意識の差があります。
今回の事例報告の中には、生活の糧を得るため、長時間労働に従事している外国人の親子の場合、お互いにかかわる時間が足りません。就学前にぜひ、読みきかせをしてあげてほしい、と助言したくても、時間がない。母語出版の絵本がない。そうこうしている内に、子どもは地域の学校で日本語を学び、親たちの母語を忘れつつあります。日本社会では、欧米の言語は敬意をもって見られますが、発展途上国や、経済的に制約のある国の母語話者の親にたいしては、早く日本語に慣れるようにと、一方的に助言がなされる例が多いのではないでしょうか。
言語発達の一番の基本は親子の絶対的な信頼関係の樹立です。そのためには、よそ行きの言葉を使用してわが子にかかわることは、非常に不自然です。音声言語でなくても、身体接触、ジェスチャーや表情などを通してしっかり母子の絆を確立させることが大切です。
学校での指導において、家庭で満たされない環境を補い、かつ学習条件を整えることは、昔の
寺子屋的な自由で豊かな発想が要求されるでしょう。
全体として、指導方針はあくまで彼らの目線にあわせて考えること。レセピー的なものを採用して、それを押しつけるより、試行錯誤でも、彼らのニーズにそった内容を選び、その都度修正や削除を惜しまないこと。生活の中に根ざしたプログラム、例えば調理学習のように、彼らの親しみのある素材で、名前、分量、手順などの活動を、一歩、一歩進めて行きながら、日本語語彙と、その国の該当語彙を対比させた表を作成するのもよいでしょう。そういうプロジェクトなら、母語話者の母親の参加も求め、級友に、彼女の良さを認めてもらう機会にもなるでしょう。
事例報告の中には、生徒を励まし、彼/彼女の出来ることを見出し、スモールステップで少しずつ、できることを用意する。出来たことを認め、ほめてあげる。学級の級友にも、彼女が成し遂げた事を紹介する機会を設けるなど、実によい実践例が報告されていました。教師冥利につきるとはこのことかと思いました。先生方のご努力がしっかり実を結んだことに敬意を表します。
引用文献：
・大井学(2005)「語用障害：コミュニケーションにおける不適切さ」　岩立志津夫・小椋たみ子(共編)　『よくわかる言語発達』ミネルヴァ pp. 158-161.

・大伴潔(2005)「言語障害の特徴と現れ方」　岩立・小椋(共編)『よくわかる言語発達』ミネルヴァ 
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